
キ
ュ
ー
バ
は
周
知
の
通
り
、
一
九
五
九
年
の
革

命
以
来
半
世
紀
近
く
の
間
、
社
会
主
義
制
度
を
堅

持
し
て
き
た
。
一
九
九
一
年
の
ソ
連
解
体
以
降
、

革
命
以
来
最
悪
の
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら

も
、
革
命
政
府
は
国
民
の
不
満
を
何
と
か
抑
え
、

政
治
的
に
盤
石
の
体
制
を
築
い
て
い
る
。
ソ
連
が

崩
壊
し
た
と
き
、
多
く
の
キ
ュ
ー
バ
研
究
者
は
、

キ
ュ
ー
バ
が
経
済
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
中
国

や
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
経
済
開
放
政
策
を
と
る
も

の
と
期
待
し
た
。
し
か
し
、
大
方
の
予
想
に
反
し

て
、
キ
ュ
ー
バ
は
一
九
九
○
年
代
前
半
に
い
く
つ

か
の
経
済
開
放
政
策
を
導
入
し
た
だ
け
で
、
中
国

や
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
市
場
経
済
化
に
は
進
ま
な

か
っ
た
。
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、
経
済
自
由

化
に
伴
う
所
得
格
差
の
拡
大
が
、
革
命
体
制
を
支

え
る
大
き
な
柱
で
あ
る
平
等
や
社
会
的
公
正
を
損

な
う
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
経
済
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
概
し
て
低
調
で
あ
り
、
改
革

を
頭
打
ち
に
し
た
代
償
を
払
い
続
け
て
い
る
と
い

え
る
。

本
稿
の
一
つ
目
の
目
的
は
、
経
済
成
長
を
犠
牲

に
し
、
多
く
の
国
民
に
ソ
連
解
体
前
の
水
準
に
は

と
う
て
い
及
ば
な
い
貧
し
い
生
活
を
強
い
な
が
ら
、

カ
ス
ト
ロ
率
い
る
社
会
主
義
体
制
が
な
ぜ
維
持
さ

れ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
キ
ュ

ー
バ
の
ケ
ー
ス
と
対
比
さ
せ
る
た
め
、
市
場
経
済

化
が
進
む
ベ
ト
ナ
ム
を
比
較
対
象
と
し
て
取
り
上

げ
る
。
キ
ュ
ー
バ
が
現
在
も
社
会
主
義
経
済
に
忠

実
な
路
線
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
指
導
者
フ
ィ
デ

ル
・
カ
ス
ト
ロ
が
存
命
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
見

る
専
門
家
も
多
い
。
だ
が
カ
ス
ト
ロ
も
今
年
七
九

歳
で
あ
り
、
カ
ス
ト
ロ
後
の
キ
ュ
ー
バ
が
ど
の
よ

う
な
変
化
を
遂
げ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
、
近
年

盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

中
で
多
く
の
専
門
家
が
期
待
を
込
め
て
予
想
す
る

の
が
、
キ
ュ
ー
バ
が
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
、

政
治
的
に
は
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
を
守
り
な
が

ら
、
経
済
的
に
は
市
場
経
済
化
の
方
向
に
進
む
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

 

民
主
化
と
市
場
経
済
化
を
同
時
に
行
っ
た
ソ

連
・
東
欧
諸
国
と
、
あ
る
意
味
で
政
治
的
民
主
化

の
問
題
を
先
送
り
に
し
た
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
の
や

り
方
の
ど
ち
ら
が
優
れ
た
方
策
で
あ
っ
た
か
を
見

極
め
る
に
は
、
歴
史
の
審
判
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
、
政
治
的
な
混

乱
が
目
立
つ
前
者
よ
り
も
、
高
い
経
済
成
長
を
記

録
す
る
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
の
方
が
、
安
定
し
た
緩

や
か
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま

た
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
路
線
は
、
現
在
権
力
を
持

つ
政
府
あ
る
い
は
共
産
党
・
軍
は
、
現
在
持
っ
て

い
る
既
得
権
益
を
手
放
さ
ず
に
、
多
く
の
国
民
に

生
活
水
準
を
上
げ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
の
で
、

政
治
的
に
導
入
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
本
稿
の
二
つ
目
の
目
的

は
、
キ
ュ
ー
バ
で
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
路
線
が
可
能

か
ど
う
か
を
、
ベ
ト
ナ
ム
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

●
キ
ュ
ー
バ
の
現
体
制
を
支
え
る
要
因

ベ
ト
ナ
ム
と
の
比
較
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
現

在
の
カ
ス
ト
ロ
体
制
を
支
え
て
い
る
要
因
に
つ
い

て
分
析
し
た
い
。
筆
者
は
、
カ
ス
ト
ロ
体
制
を
支

え
る
要
因
を
五
つ
挙
げ
た
い
。
第
一
に
、
革
命
を

成
功
さ
せ
た
第
一
世
代
の
指
導
者
、
フ
ィ
デ
ル
・

カ
ス
ト
ロ
の
カ
リ
ス
マ
的
な
指
導
力
で
あ
る
。
第

二
に
、
国
民
に
対
す
る
政
治
面
で
の
制
度
的
な
支

配
構
造
で
あ
る
。
第
三
に
、
米
国
の
敵
対
的
な
対

キ
ュ
ー
バ
政
策
が
、
却
っ
て
カ
ス
ト
ロ
政
権
に
キ

ュ
ー
バ
の
自
主
独
立
を
守
る
と
い
う
大
義
名
分
を

与
え
、
政
権
強
化
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
第
四
に
、
キ
ュ
ー
バ
の
普
遍
主
義
的
で
寛

大
な
社
会
政
策
が
、
国
民
の
政
権
に
対
す
る
支
持

キ
ュ
ー
バ
社
会
主
義
政
権
の
権
力
基
盤
と
ベ
ト
ナ
ム
型
改
革
の
可
能
性

特集／キューバ政治・経済の現状
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を
あ
る
程
度
保
証
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

最
後
に
、
中
央
集
権
的
な
経
済
制
度
が
、
雇
用
や

昇
進
を
通
じ
て
国
民
を
経
済
面
か
ら
支
配
す
る
こ

と
に
役
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

①
カ
ス
ト
ロ
の
カ
リ
ス
マ
的
な
指
導
力
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
さ
れ
て
い
る
。
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
が
三
○
年
以
上
前
に
「
社

会
主
義
的
カ
ウ
デ
ィ
リ
ス
モ
」
と
呼
ん
だ
が
、
彼

は
カ
ス
ト
ロ
の
個
人
的
な
魅
力
が
国
民
を
惹
き
つ

け
て
い
る
点
よ
り
も
、
権
力
を
用
い
て
支
配
す
る

能
力
に
長
け
て
い
る
点
を
強
調
し
て
い
る
（
参
考

文
献
④
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
革
命
第
一
世
代
で

あ
る
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
の
存
在
が
、
現
体
制

を
支
え
る
非
常
に
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
推
測
で
き
る
。

②
政
治
面
で
の
制
度
的
な
支
配
構
造
は
、
社
会

主
義
国
に
多
か
れ
少
な
か
れ
共
通
す
る
要
因
で
あ

る
。
強
力
な
軍
と
警
察
、
共
産
党
と
革
命
防
衛
委

員
会
や
大
衆
組
織
な
ど
、
全
国
津
々
浦
々
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
治
安
維
持
と
反

体
制
派
の
監
視
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
。
た
だ

し
キ
ュ
ー
バ
の
特
徴
と
し
て
、
革
命
前
の
軍
事
独

裁
政
権
に
対
す
る
農
村
や
都
市
で
の
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
運
動
の
流
れ
を
く
ん
だ
革
命
の
経
緯
か
ら
、
民

兵
組
織
や
大
衆
組
織
な
ど
を
通
じ
て
、
国
民
の
側

か
ら
の
自
発
的
な
参
加
の
度
合
い
が
高
い
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
お
そ
ら
く
こ

の
要
因
は
、
革
命
直
後
に
最
も
高
く
、
ソ
連
崩
壊

後
の
経
済
危
機
の
中
で
は
最
も
弱
く
な
っ
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
革
命
前
の
記
憶
を
持
つ
年
配
の

世
代
と
、
革
命
後
し
か
知
ら
な
い
若
い
世
代
と
の

間
に
は
大
き
な
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
こ
と

が
キ
ュ
ー
バ
国
内
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
革
命
前
の
バ
テ
ィ
ス
タ
独
裁
政
権
の
政
治
的

抑
圧
や
貧
富
の
格
差
の
具
体
的
な
記
憶
が
あ
る
世

代
と
、
革
命
政
権
の
社
会
政
策
な
ど
の
果
実
を
当

然
の
も
の
と
し
て
享
受
し
、
足
り
な
い
部
分
に
不

満
を
募
ら
せ
る
若
い
世
代
、
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

し
か
し
資
本
主
義
国
（
と
く
に
北
の
隣
国
で
あ
る

米
国
）
の
経
済
的
繁
栄
を
間
接
的
に
で
も
知
る
若

い
世
代
に
と
っ
て
は
、
現
政
権
が
社
会
主
義
の
原

則
に
こ
だ
わ
り
、
経
済
成
長
を
犠
牲
に
す
る
方
策

に
不
満
を
持
つ
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

③
米
国
の
敵
対
的
な
対
キ
ュ
ー
バ
政
策
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
が
逆
に
革
命
政
権
に
正
統
性
を
与
え

て
い
る
と
い
う
指
摘
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
さ

れ
て
い
る
が
、
実
証
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、

米
国
で
キ
ュ
ー
バ
に
対
し
新
し
い
締
め
付
け
政
策

が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、
国
内
で
は
国
民
が
動
員

さ
れ
、
何
万
人
も
の
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

い
か
に
米
国
が
キ
ュ
ー
バ
に
対
し
て
残
酷
で
あ
る

か
、
政
府
が
国
民
の
利
益
を
守
る
た
め
い
か
に
努

力
し
て
い
る
か
が
強
調
さ
れ
る
。
国
内
の
反
体
制

派
は
、
最
大
の
敵
国
米
国
と
通
じ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
を
理
由
に
投
獄
さ
れ
る
。
そ
し
て
は
っ
き

り
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
国
内
で
言
論
や
思
想
の

自
由
を
制
限
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
米
国
か
ら
の

侵
略
を
防
ぐ
た
め
、
国
内
に
戦
時
体
制
を
敷
い
て

い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
理
由
付
け
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
を
観
察
し
て
い
る
と
、
米
国

政
府
を
共
通
の
敵
と
し
て
据
え
て
お
く
こ
と
は
、

政
権
が
国
内
を
ま
と
め
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

④
キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
、
普
遍
主
義
的
で
寛
大

な
社
会
政
策
は
、
お
そ
ら
く
革
命
政
権
の
最
大
の

功
績
と
し
て
評
価
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
都
市
農
村
を

問
わ
ず
、
ま
た
所
得
階
層
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
料

の
教
育
や
医
療
、
老
齢
年
金
や
必
需
品
の
配
給
制

度
な
ど
が
、
曲
が
り
な
り
に
も
機
能
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
と
く
に
ソ
連
崩
壊
ま
で
は
政
府
が
国

民
の
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障

し
た
。
他
方
ソ
連
崩
壊
以
降
現
在
ま
で
、
社
会
政

策
は
政
府
の
財
源
不
足
の
た
め
、
実
質
的
に
は
大

幅
に
質
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
メ
サ
＝

ラ
ー
ゴ
は
、
質
の
低
下
し
た
社
会
政
策
は
も
は
や

国
民
の
支
持
を
取
り
付
け
る
役
に
は
立
っ
て
い
な

い
と
主
張
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。
し
か
し
、

質
の
低
下
は
と
も
か
く
、
後
述
す
る
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
の
ア
ジ
ア
の
社
会
主
義
国
と
異
な
り
、
キ
ュ
ー

バ
は
農
民
を
含
め
、
す
べ
て
の
国
民
に
行
き
渡
る

よ
う
、
僻
地
に
病
院
や
学
校
を
建
設
し
、
農
村
に

優
先
的
に
住
宅
を
建
設
す
る
な
ど
、
貧
困
層
に
重

点
を
置
い
た
政
策
を
努
力
し
て
と
っ
て
き
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
貧
困
層
に
医
療
を
保
証

す
る
制
度
が
あ
ま
り
な
く
、
地
域
の
所
得
水
準
に

よ
っ
て
公
立
学
校
の
水
準
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
米

国
の
例
が
身
近
に
あ
る
た
め
、
国
民
全
員
に
あ
る

程
度
の
水
準
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る
キ
ュ

ー
バ
の
現
制
度
は
、
あ
る
程
度
の
説
得
性
を
持
っ

て
い
る
。

⑤
中
央
集
権
的
な
経
済
制
度
が
、
雇
用
や
昇
進

を
通
じ
て
国
民
を
経
済
面
か
ら
支
配
す
る
点
に
つ

い
て
は
、
社
会
主
義
国
に
共
通
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
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で
あ
る
。
国
営
・
公
営
企
業
が
経
済
主
体
の
主
な

ア
ク
タ
ー
と
な
り
、
国
家
が
雇
用
主
と
な
る
社
会

主
義
経
済
体
制
に
お
い
て
は
、
国
民
の
雇
用
や
昇

進
は
国
家
が
独
占
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

キ
ュ
ー
バ
で
自
主
規
制
を
あ
ま
り
せ
ず
に
発
言
で

き
る
の
は
、
退
職
し
た
高
齢
者
で
あ
り
、
そ
れ
は

も
は
や
自
分
の
職
を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。
文
化
的
に
は
個
人
主
義
的
な
伝
統
を
持

つ
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
あ
る
人
が
反
体
制
派
で
あ
っ

て
も
、
子
ど
も
や
親
族
に
そ
の
累
が
及
ぶ
こ
と
は

な
い
の
で
、
高
齢
者
は
比
較
的
自
由
に
反
対
意
見

を
表
明
で
き
る
。

資
本
主
義
経
済
体
制
で
は
、
公
的
部
門
で
仮
に

気
に
入
っ
た
職
を
追
わ
れ
て
も
、
民
間
部
門
で
似

た
よ
う
な
職
を
探
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
民
間
部

門
が
非
常
に
小
さ
い
キ
ュ
ー
バ
の
場
合
は
、
公
的

部
門
以
外
に
逃
げ
場
の
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
社
会
主
義
国
と
異
な
り
、
キ

ュ
ー
バ
の
農
業
部
門
就
業
者
の
八
五
％
は
農
業
労

働
者
で
あ
り
、
国
営
農
場
あ
る
い
は
協
同
組
合
に

雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
あ
る
。
公
的
部
門
で
職
を

失
っ
た
後
、
農
村
に
逃
げ
込
ん
で
細
々
と
自
作
農

と
し
て
生
計
を
立
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。

ま
た
ソ
連
や
東
欧
よ
り
も
徹
底
し
た
中
央
集
権
化

が
行
わ
れ
た
た
め
、
個
人
商
店
を
含
む
小
規
模
事

業
も
国
有
化
さ
れ
、
今
も
労
働
者
の
七
割
は
公
的

部
門
に
就
労
し
て
い
る
。
大
き
な
公
的
部
門
を
有

す
る
制
度
自
体
が
、
政
府
に
雇
用
を
通
じ
て
国
民

を
支
配
す
る
道
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
以
上
の
五
つ
の
要
因
が
複
合
的
に
作

用
し
て
、
現
政
権
の
堅
固
な
基
盤
を
つ
く
っ
て
い

る
と
考
え
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
五
つ
の
要
因
に

関
連
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
と
ベ
ト
ナ
ム
を
比
較
し
、

キ
ュ
ー
バ
で
ベ
ト
ナ
ム
の
や
り
方
が
可
能
か
ど
う

か
を
見
た
い
。

●
ベ
ト
ナ
ム
と
の
比
較

キ
ュ
ー
バ
と
ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
い
く
つ
か
の
共

通
点
が
あ
る
。
両
国
と
も
、
ソ
連
崩
壊
後
、
彼
ら

が
モ
デ
ル
と
仰
い
で
い
た
本
家
ソ
連
が
社
会
主
義

を
放
棄
し
た
政
治
的
衝
撃
を
乗
り
越
え
、
ま
た
ソ

連
か
ら
の
経
済
的
支
援
が
停
止
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
在
ま
で
政
治
的
に
は
社
会
主
義
体
制
を

守
っ
て
い
る
。
ま
た
両
国
と
も
、
社
会
主
義
革
命

の
契
機
と
な
っ
た
の
は
民
族
主
義
で
あ
り
、
大
国

の
支
配
か
ら
名
実
共
に
独
立
し
た
国
家
を
樹
立
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
は
最
初
フ

ラ
ン
ス
か
ら
の
独
立
運
動
を
通
じ
て
北
ベ
ト
ナ
ム

に
社
会
主
義
政
権
が
で
き
、
米
国
と
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
戦
っ
た
結
果
、
南
ベ
ト
ナ
ム
と
の
統
一
も
果

た
し
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
場
合
は
、
直
接
に
は
バ
テ

ィ
ス
タ
軍
事
独
裁
政
権
を
打
倒
し
、
社
会
的
公
正

を
実
現
す
る
こ
と
が
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、

冷
戦
構
造
の
中
で
、
米
国
が
革
命
政
権
を
共
産
主

義
的
と
み
な
し
た
と
き
、
米
国
の
意
向
に
従
う
よ

り
は
敵
対
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
後

は
米
州
大
陸
の
中
で
唯
一
、
超
大
国
米
国
に
敵
対

し
続
け
る
政
権
と
な
っ
て
い
る
。
ブ
ル
ン
デ
ニ
ウ

ス
と
ウ
ィ
ー
ク
ス
は
、
キ
ュ
ー
バ
が
ベ
ト
ナ
ム
の

路
線
を
踏
襲
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
を
取
る
が

（
参
考
文
献
②
）、
筆
者
は
、
キ
ュ
ー
バ
と
ベ
ト

ナ
ム
の
間
に
は
、
初
期
条
件
に
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
、
キ
ュ
ー
バ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
道
を
進
み
、
ベ

ト
ナ
ム
の
よ
う
な
経
済
的
成
功
を
達
成
す
る
の
は

そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
と
の
見
方
を
と
る
。
両

国
の
違
い
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
八

点
で
あ
る
。

①
カ
リ
ス
マ
的
な
革
命
第
一
世
代
の
存
在
。
ベ

ト
ナ
ム
で
ド
イ
モ
イ
政
策
が
実
行
に
移
さ
れ
た
の

は
一
九
八
○
年
代
で
あ
る
が
、
革
命
の
指
導
者
ホ

ー
チ
ミ
ン
は
、
そ
の
二
○
年
前
に
死
亡
し
て
い
る
。

他
方
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
指
導
者
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス

ト
ロ
も
、
そ
の
弟
で
後
継
者
で
あ
る
ラ
ウ
ル
・
カ

ス
ト
ロ
も
革
命
第
一
世
代
で
あ
る
。
つ
ま
り
半
世

紀
近
い
キ
ュ
ー
バ
の
革
命
政
権
の
社
会
主
義
的
な

政
策
に
一
貫
し
て
責
任
の
あ
る
第
一
世
代
が
今
も

存
命
で
あ
る
。
中
国
の
経
済
改
革
も
、
毛
沢
東
の

死
去
後
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
経
験
則

的
に
は
、
社
会
主
義
路
線
を
推
進
し
た
指
導
者
が

存
命
中
は
経
済
改
革
の
実
行
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

②
人
口
規
模
。
一
国
の
人
口
規
模
の
問
題
は
、

そ
の
国
が
市
場
と
し
て
ど
の
程
度
魅
力
的
で
あ
る

か
に
関
係
す
る
。
つ
ま
り
投
資
や
輸
出
を
行
う
側

に
と
っ
て
は
、
人
口
規
模
の
大
き
な
国
は
市
場
と

し
て
大
変
に
魅
力
的
で
あ
る
が
、
人
口
の
少
な
い

国
は
魅
力
に
乏
し
い
。
現
在
人
口
八
○
○
○
万
を

超
え
る
ベ
ト
ナ
ム
は
、
一
一
○
○
万
の
キ
ュ
ー
バ

よ
り
か
な
り
魅
力
的
な
市
場
で
あ
る
。

③
農
村
人
口
の
割
合
。
キ
ュ
ー
バ
の
人
口
の
七

割
は
都
市
に
居
住
し
て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人

口
の
八
割
は
農
村
に
居
住
し
て
い
る
。
し
か
も
前

述
し
た
よ
う
に
、
キ
ュ
ー
バ
の
農
業
部
門
就
労
者
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の
八
五
％
は
自
営
農
民
で
は
な
く
、
政
府
に
雇
用

さ
れ
る
農
業
労
働
者
で
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場

合
は
ほ
と
ん
ど
が
自
給
自
足
で
き
る
自
営
農
民
で

あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
農
民
は
、
政
府
と
雇
用
を
通

じ
て
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
自
力
で
、
あ
る
い
は

伝
統
的
な
互
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
助
け
合

い
、
生
活
し
て
き
た
経
験
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
人
口
の
少
な
く
と
も
八
割
は
、
雇
用

や
労
働
面
で
キ
ュ
ー
バ
ほ
ど
政
府
に
依
存
せ
ず
、

そ
の
分
政
府
の
支
配
か
ら
も
自
由
と
い
え
る
。

④
ソ
連
か
ら
の
経
済
援
助
の
多
寡
。
両
国
と
も

ソ
連
が
崩
壊
す
る
ま
で
、
同
国
か
ら
経
済
的
支
援

を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
援
助
額
は
大
き
く
違
っ

て
い
る
。
米
国
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
推
計

で
は
、
一
九
七
○
年
代
終
わ
り
か
ら
八
○
年
代
に

か
け
て
、
キ
ュ
ー
バ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
二
〜
五
倍
の

援
助
を
受
け
て
い
る
。
両
国
の
人
口
規
模
を
考
慮

す
れ
ば
、
一
人
あ
た
り
の
援
助
額
は
十
数
倍
か
ら

三
○
倍
に
も
上
る
。
キ
ュ
ー
バ
は
こ
の
寛
大
な
経

済
支
援
を
社
会
主
義
国
家
建
設
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
は
キ
ュ
ー
バ
ほ
ど
、
ソ
連

か
ら
の
支
援
を
あ
て
に
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
差
が
如
実
に
現
れ
る
の
が
、
両
国
に
お
け

る
社
会
政
策
の
浸
透
度
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
、

農
村
や
僻
地
に
至
る
ま
で
、
普
遍
主
義
的
な
寛
大

な
社
会
政
策
が
実
行
さ
れ
、
無
料
の
教
育
と
医
療
、

全
国
民
対
象
の
必
需
品
の
配
給
制
度
、
寛
大
な
条

件
の
老
齢
年
金
制
度
な
ど
が
存
在
し
、
国
民
全
員

が
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
が
、
ベ
ト

ナ
ム
政
府
は
財
政
的
理
由
か
ら
、
基
本
的
に
農
村

人
口
（
つ
ま
り
人
口
の
多
く
）
に
対
し
て
は
社
会

政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
農
民
は
貧
困

の
中
で
、
政
府
の
助
け
を
借
り
ず
に
生
存
の
た
め

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
き

た
。⑤

平
和
な
時
期
の
長
さ
。
独
立
運
動
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
ま
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
ベ
ト

ナ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
米
国
と
の
戦
争
を

く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
の
た
め

に
国
土
が
疲
弊
し
、
経
済
が
停
滞
す
る
こ
と
は
勿

論
の
こ
と
、
戦
後
は
そ
の
処
理
に
追
わ
れ
て
、
社

会
主
義
制
度
の
徹
底
に
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た

面
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
キ
ュ
ー
バ
は
、
革
命
直

後
の
数
年
間
は
、
米
国
か
ら
反
革
命
派
が
侵
攻
し

た
り
（
ピ
ッ
グ
ズ
湾
事
件
な
ど
）
空
爆
が
行
わ
れ

た
り
し
た
が
、
そ
の
後
は
安
全
保
障
面
で
ソ
連
に

守
ら
れ
、
平
和
裡
に
社
会
主
義
化
を
推
進
し
た
。

⑥
人
口
の
高
齢
化
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
日
本
と

ほ
ぼ
同
程
度
に
人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

子
ど
も
の
数
が
少
な
い
上
、
ソ
連
崩
壊
後
は
、
若

い
世
代
を
中
心
に
海
外
移
住
が
増
え
て
お
り
、
高

齢
者
の
割
合
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
ベ
ト
ナ
ム
に
は
高
齢
化
問
題
は
存
在
し
な

い
。
高
齢
化
が
進
む
と
、
労
働
可
能
人
口
が
減
少

す
る
他
、
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
負
担
が
増
大
し
、

経
済
成
長
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
。

⑦
市
場
経
済
を
知
る
世
代
の
存
在
。
ベ
ト
ナ
ム

で
市
場
経
済
化
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
要

因
の
一
つ
と
し
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
存
在
が
挙
げ

ら
れ
る
。
南
ベ
ト
ナ
ム
が
社
会
主
義
化
し
た
の
は

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
一
九
七
五
年
か
ら
で
あ
り
、

ド
イ
モ
イ
政
策
導
入
ま
で
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々

が
社
会
主
義
経
済
体
制
の
下
で
生
活
し
た
の
は
、

多
く
見
積
も
っ
て
も
一
○
年
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
多

く
の
人
々
が
市
場
経
済
の
構
造
を
熟
知
し
て
お
り
、

彼
ら
が
牽
引
力
と
な
っ
て
市
場
経
済
へ
の
移
行
が

行
わ
れ
た
。
し
か
し
キ
ュ
ー
バ
は
社
会
主
義
化
し

て
す
で
に
四
○
年
以
上
経
っ
て
お
り
、
革
命
前
の

市
場
経
済
時
代
を
知
る
世
代
は
五
○
歳
以
降
の
年

齢
層
に
限
ら
れ
る
。

⑧
国
際
社
会
か
ら
の
圧
力
。
市
場
経
済
を
導
入

し
、
安
価
な
労
働
力
を
利
用
し
て
農
産
物
や
石
油
、

軽
工
業
製
品
な
ど
を
輸
出
す
る
ベ
ト
ナ
ム
は
、
他

方
米
国
な
ど
の
輸
出
相
手
国
や
国
際
金
融
機
関
の

意
向
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
あ
る
。

経
済
制
度
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
民
主
化
の
問
題

に
つ
い
て
も
、
彼
ら
の
意
向
を
全
く
無
視
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
逆
に
キ
ュ
ー
バ
は
主
と
し
て

観
光
で
外
貨
を
稼
い
で
お
り
、
米
国
の
反
対
の
た

め
国
際
金
融
機
関
に
も
加
入
で
き
な
い
た
め
、
貸

付
に
際
し
て
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
つ
け
ら

れ
る
心
配
も
な
く
、
国
外
か
ら
の
民
主
化
要
求
に

全
く
耳
を
貸
さ
な
く
と
も
あ
ま
り
問
題
に
は
な
ら

な
い
。

●
キ
ュ
ー
バ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
道
を
選
択

で
き
る
か

以
上
八
点
の
相
違
点
を
考
え
る
と
、
キ
ュ
ー
バ

が
ベ
ト
ナ
ム
の
や
り
方
を
真
似
る
の
は
そ
れ
ほ
ど

容
易
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
①
の
相
違
点

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
と
後

継
者
ラ
ウ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
の
間
に
ど
れ
だ
け
認
識

の
相
違
が
あ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
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で
経
済
改
革
が
進
ま
な
い
の
は
、
主
と
し
て
フ
ィ

デ
ル
が
強
く
反
対
す
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
フ
ィ
デ
ル
の
死
後
、
仮
に
ラ
ウ
ル
が
問
題
な

く
政
権
を
受
け
継
い
だ
と
し
て
、
彼
が
積
極
的
に

市
場
経
済
化
を
推
進
す
る
か
ど
う
か
は
、
今
フ
ィ

デ
ル
と
異
な
る
意
見
は
表
明
で
き
な
い
ラ
ウ
ル
が
、

市
場
経
済
を
実
際
に
ど
う
考
え
て
い
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ウ
ル
は
革
命
前
か
ら
、

キ
ュ
ー
バ
共
産
党
の
前
身
で
あ
る
キ
ュ
ー
バ
人
民

社
会
党
の
党
員
で
あ
り
、
共
産
主
義
と
は
あ
ま
り

関
係
の
な
い
正
統
党
に
近
か
っ
た
フ
ィ
デ
ル
よ
り

も
、
若
い
と
き
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
に
傾
倒
し
て

き
た
人
物
で
あ
る
。
も
し
ラ
ウ
ル
が
、
中
国
や
ベ

ト
ナ
ム
の
例
を
見
て
、
市
場
経
済
に
共
感
し
て
い

れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
の
道
を
進
む
政
治
的
環
境
が
整

う
だ
ろ
う
。

②
〜
⑥
ま
で
の
相
違
点
は
、
両
国
の
地
理
的
条

件
か
ら
来
る
も
の
で
、
ま
た
キ
ュ
ー
バ
が
努
力
し

て
ベ
ト
ナ
ム
の
条
件
に
近
づ
け
る
べ
き
も
の
で
も

な
い
。
た
だ
③
と
④
の
条
件
は
、
キ
ュ
ー
バ
国
民

が
ベ
ト
ナ
ム
国
民
よ
り
も
、
一
般
的
に
い
っ
て
政

府
の
支
配
と
恩
恵
の
両
方
を
受
け
や
す
い
状
況
を

つ
く
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
歴
史
的
に
キ
ュ
ー
バ

の
方
が
ベ
ト
ナ
ム
よ
り
も
ず
っ
と
豊
か
な
生
活
水

準
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
り
、
ま

た
そ
の
豊
か
さ
を
、
政
府
が
自
ら
の
社
会
主
義
的

な
政
策
の
お
か
げ
だ
と
主
張
す
る
こ
と
も
容
易
に

で
き
る
。
政
府
が
正
統
的
な
社
会
主
義
を
守
る
理

由
付
け
が
、
キ
ュ
ー
バ
の
方
が
容
易
に
で
き
る
の

で
あ
る
。

⑤
と
⑦
は
、
社
会
主
義
体
制
が
ど
の
程
度
徹
底

的
に
整
備
さ
れ
た
か
を
示
す
も
の
で
、
市
場
経
済

を
導
入
し
た
場
合
に
、
制
度
や
人
々
の
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
を
ど
の
程
度
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

示
し
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
は
市
場
経
済
を
導
入
す

れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
以
上
に
大
幅
な
制
度
の
改
変
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
制
度
よ
り
も
む
し
ろ
、

市
場
経
済
を
知
ら
な
い
人
々
の
学
習
過
程
の
方
が
、

よ
り
深
刻
な
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
府

の
保
護
に
慣
れ
た
キ
ュ
ー
バ
人
が
、
自
助
努
力
で

人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
を
ど
の
程
度
学
習

で
き
る
か
、
そ
の
よ
う
な
人
材
を
ど
れ
だ
け
多
く

揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
経
済
発
展
を
支
え

る
人
的
資
源
の
多
寡
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ

る
。
少
子
高
齢
化
で
労
働
可
能
人
口
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
相
当
深
刻
な
障
害
に

な
り
う
る
。

キ
ュ
ー
バ
が
ベ
ト
ナ
ム
に
な
い
好
条
件
を
備
え

て
い
る
と
す
れ
ば
、
人
口
が
少
な
い
分
、
経
済
の

回
復
も
い
っ
た
ん
始
ま
れ
ば
早
い
か
も
し
れ
な
い

点
、
ま
た
す
ぐ
側
に
あ
る
米
国
か
ら
経
済
援
助
が

入
れ
ば
、
こ
れ
も
人
口
が
少
な
い
分
効
果
は
迅
速

に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
だ
け
で
か
な
り
経
済
を
支
え
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
先
進
国
の
市
場
を
席
巻
す
る

よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
発
展
や
貿
易
の
拡

大
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
ず
ま
ず
快
適

な
生
活
水
準
を
維
持
す
る
く
ら
い
な
ら
、
さ
ほ
ど

努
力
し
な
く
て
も
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
や 

ま
お
か

か
な
こ
／
在
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
海

外
調
査
員
）
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